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1 	  MIT Technology Review Insightsはじめに
「データとAIの取り組みで高いパフォーマンスを発揮する組織の構築 第 2版」は、Databricksの
協力のもと、MITテクノロジーレビュー・インサイトが制作したものです。本レポートは、調査研
究と経営層へのインタビューを通じて、2021年の初版発行以降、組織内で AI関連のデータ管理
技術とその運用方法がどのように進化してきたかを明らかにすることを目的としています。

本レポートの制作責任者は次のとおりです。

執筆︓デニス・マコーリー（Denis McCauley）
編集︓バージニア・ウィルソン（Virginia Wilson）
発行︓ニコラ・クレパルディ（Nicola Crepaldi）

本レポートは、スポンサー企業からの影響を受けることなく、MIT テクノロジーレビュー・イン
サイトが独自の視点で執筆したものです。

次の方々を筆頭に、ご協力いただいた皆さまに感謝の意を表します。

E.ONデジタルテクノロジー 最高データ＆ AI責任者兼マネージングディレクター 
クリストファー・ダーシー（Christopher dʼArcy）氏

ブラデスコ銀行 最高データ＆ AI責任者 ラファエル・カヴァルカンティ（Rafael Cavalcanti）氏

米国海軍信用組合 基盤技術・プラットフォーム部門最高技術責任者 
ダン・チャドック（Dan Chaddock）氏

フォンテラ協同組合 最高データ＆ AI責任者 ヘリウス・ギマラエス（Helius Guimaraes）氏

フォックスコーポレーション 最高技術責任者 メロディ・ヒルデブラント（Melody Hildebrandt）氏

Workday 最高情報責任者 ラニ・ジョンソン（Rani Johnson）氏

SAPデータアナリティクス プレジデント兼最高製品責任者 イルファン・カーン（Irfan Khan）氏

KT（Korea Telecom）最高データ責任者 セジュン・リー（Sejung Lee）氏

WWグレインジャー シニア VP兼 最高技術責任者 ジョニー・ルロイ（Jonny LeRoy）氏

レキット テクノロジー＆デジタル部門シニア VP バスティアン・パリゾ（Bastien Parizot）氏 

エクスペディア・グループ データ＆ AI部門シニア VP シイ・ピクレル（Shiyi Pickrell）氏 

3M データ＆ AI部門グローバル VP ニシン・ラマチャンドラン（Nithin Ramachandran）氏

サントリー食品インターナショナル 最高デジタル情報責任者 
バラティ・ヴィスワナサン（Bharathi Viswanathan）氏

ギリアド・サイエンシズ クラウド・データ・AI部門 VP兼 IT責任者 
ムラリ・ヴリダチャラム（Murali Vridhachalam）氏

本調査について

本レポートは、MITテクノロジーレビュー・インサイトとDatabricksが共同で 2025年6月に実
施した調査をもとに執筆したものです。調査は、世界 12か国のいずれかに本社を置く企業に所属
する、最高情報責任者（CIO）、最高技術責任者（CTO）、最高データ・分析責任者（CDAO）など、
データ・技術部門のシニアエグゼクティブ計 800名を対象に実施しました。サンプルには 8つの
セクターが含まれており、全回答者が年間売上 5億ドルを超える企業に所属しています。

また、アンケートによる定量調査に加えて、大手民間企業および公共機関の CIO、CTO、最高
データ責任者（CDO）、最高AI責任者（CAIO）への詳細なインタビューも実施し、AIのためのデー
タ管理技術と運用に関する、現場の第一線からのインサイトを掲載しています。
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0101
A

Iの世界において、4年という年月は極めて
長い。2021年に本調査の初版が発行されて
以来、AIの進化はめざましく、生成 AIの登
場以降も進化のスピードはますます速まっ
ている。例えば、テキストだけでなく、音

声・動画・その他の非構造化データなど、複数の情報形式
を処理できる「マルチモダリティ」は、AIモデルの一般的な
機能になりつつある。さらに、AIが自律的に推論し行動す
る能力も向上しており、現在では、そのような機能を備え
た AIエージェントを導入する組織も増えている。

急速な変化のなかでも変わらないのは、AIモデルの出力品
質は、データの品質に大きく左右されるという点である。
データ管理の技術や運用もそれなりに進化している。しか
し、第2版の調査では、多くの組織が、AIの急速な進化に対
応するデータ管理技術を整備できていないことが明らか
になった。このような状況に他の要因が重なり、AI戦略に
より成果を創出している企業は比較的少なく、自身の組織
が「AIの活用により十分な成果を上げている」と回答した
経営幹部は 2%にとどまった。

生成 AIをはじめとする AI技術の進化を踏まえ、MITテク
ノロジーレビュー・インサイトは、組織におけるデータの
パフォーマンスがどの程度向上しているかを明らかにす
るため、データ・技術部門のシニアエグゼクティブ計 800

名を対象に調査を実施した。さらに、技術・ビジネスリー
ダー 15名への詳細なインタビューを実施し、インサイトを
収集した。

今回の調査で明らかになった主要な事柄は次のとおりで
ある。

• データチームの多くが、AIの進化に追いついていない。
組織のデータ戦略における目標の達成状況は、生成 AI登
場以前と比べても大きく改善されていない。2025年の調
査では、自社を「データ戦略の達成度の高い企業」と評価
した組織は 12%にとどまり、2021年の 13%とほぼ同水
準であった。高度なスキルを持つ人材の不足が依然とし
て課題であり、多くの組織は、AIを成功させるために必
要な最新データへのアクセス、データリネージの追跡、セ
キュリティ対策などの諸課題に十分取り組めていないの
が実情である。

• AIの活用は、まだ限定的である。AIに関して自社を「達成
度の高い企業」と評価する組織の割合はさらに低い。調査
対象者のうち自社のAIパフォーマンスを「高い」と評価し
たのは、わずか 2%に過ぎなかった。多くの組織はいまだ
に生成 AIの活用を拡大できておらず、全体の 3分の 2が
生成 AIをデプロイ済みである一方で、大規模に活用でき
ている組織はわずか 7%にとどまっている。

エグゼクティブ 
サマリー
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• データ戦略の適応力が十分ではない。調査対象の経営幹
部の多くは、自社のデータ戦略が将来の AIの進化に対応
できるか確信がない。自社のデータ戦略が「概ね」または
「高度に」適応可能であると回答した組織の割合は 46%

にとどまり、全体の半数を下回った。データ戦略と AI戦
略の整合性の欠如が、この結果の一因となっていると考
えられる。具体的には、データと AIのガバナンスモデル
が分断していること、統合的なテクノロジープラット
フォームが不在であることなどの問題が挙げられる。

• エージェンティックAIの台頭でデータチームの負荷が増
大している。機械が自律的に動作するようになることで、
データや AIのリーダーには、これまで以上に明確で堅牢
なデータガバナンスとセキュリティの確保が求められて
いる。現時点では、多くの組織がエージェンティック AI

の導入を慎重に進めており、その高度な能力を支える高
品質で説明可能なデータの十分な確保に取り組んでいる。

• AIツールの普及は、データ管理の変革を示唆している。
AIを活用するツールの導入が拡大しており、調査対象の
67%の組織が既に何らかのツールを利用中であり、残り
も今後 1～2年以内の導入を予定している。タスクの自動
化によりデータチームの効率向上が期待される一方で、

ツールの複雑化を防ぐには、導入する AIツールの選定を
慎重に行う必要がある。

• データインテリジェンスは、データチームが自社のデー
タ資産をより深く理解するのに役立つ。回答者の大多数
（69%）が既にデータインテリジェンスを活用しており、
そうでない組織も、近い将来活用を開始する方針を示し
ている。データインテリジェンスは、データガバナンスの
強化、データサイロの統合、データ整理の改善、より多く
のデータ分析への活用に役立つと考えられている。

エンタープライズ企業の多くが既にAIツールやデータインテリジェンスを
活用している。しかし、エージェンティック AIの登場により新たな課題が
生じている。多くの組織が、エージェンティック AIの高度な機能を 
最大限に活用すべく、堅牢なガバナンスおよび、高品質で説明可能な 
高品質データの確保を重視し、慎重に準備を進めている。
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0202AIの進化に 
後れをとらないための競争

A
Iの急速な進化は、データチームに大きなプ
レッシャーを与えている。昨今の AIモデル
に不可欠な、高度にキュレートされた信頼
性の高いデータをリアルタイムで提供する
ことが求められており、そのニーズは高ま

る一方である。
 

しかし、今回の調査結果から、多くの組織においてデータ
のパフォーマンスには依然として大きな改善の余地があ
ることが明らかになった。本調査では、回答者に「データ戦
略の目標に対する測定可能な成果を達成し、自社を成功 

に導いているか」という観点で自社のデータのパフォーマ
ンスを評価するよう求めた。これに対して、自社を高評価
（10点満点中 9～10点）した回答者の割合はわずか 12%で
あった。本レポートでは、このような組織をデータ戦略実
行の「達成度の高い企業」と定義する。

自社を「達成度の高い企業」と評価した組織の割合は、生成
AI登場以前の 2021年の調査時の 13%とほぼ変わってい 

ない。一方で、自社のパフォーマンスを 6点以下と評価し
た「達成度の低い企業」の割合は 18%と、生成 AI登場前の
12% に比べて増加している。この結果は、多くの組織の
データチームが、AIモデルやユースケースに必要なデータ
戦略の実行に苦戦している現状を示している。

このことは、AI戦略の実行に関する同様の調査質問への回
答によって裏付けられている。AI戦略の実行において自社
を「達成度の高い企業」と評価する組織はわずか2%にすぎ
ないのに対し、「達成度の低い企業」と自己評価する組織は

71%に達した（図 2参照）。これらの結果から、データの品
質や管理など、データ関連の課題が、AIユースケースにお
ける価値創出の大きな障壁となっているといっても決し
て過言ではない。

AIの進化への適応が課題
多くの組織にとって、データやAIの活用が容易でないのは
なぜだろうか。主な理由の一つとして、AIの急速な進化に
対応できるデータ戦略やインフラの準備が十分に整って
いないことが挙げられる。韓国の大手通信業者 KT（Korea 

Telecom）で CDOを務めるセジョン・リー（Sejung Lee）
氏は次のように述べている。「AI、特に生成AIは極めて急速
に進化しています。しかし、データ戦略はそのスピードに
追いついていません。例えば、KTはいまだに 1,800台以上
のレガシーシステムを運用しており、その多くはAIの活用
を想定して設計されたものではありません。」

AIの急速な進化は、データチームに
大きなプレッシャーを与えている。
昨今のAIモデルに不可欠な、高度に
キュレートされた信頼性の高い
データをリアルタイムで提供する
ことが求められており 
そのニーズは高まる一方である。
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図 1a︓エンタープライズデータ戦略の目標達成度は、生成 AI登場以前と現在とで大きな変化はない
（データ戦略の実行に対する 10段階の自己評価、10＝十分に成功している）

出典︓MITテクノロジーレビュー・インサイトの調査、2025年
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図 1b︓データ戦略の目標達成度の高い企業（2025年度、年間売上高と業界別の統計）
（回答者の割合％）
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全体の 65%の組織が生成 AIを導入している。 
大企業のほうがデータのパフォーマンスが高い傾向にあり 
売上高 100億ドル以上の企業の 32%が 
自社をデータ戦略の達成度の高い企業として評価している。
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本
調査結果は、AI主導である現在の
経済における重要な事実を裏付け
ている。すなわち、AIを活用してビ
ジネス成果を最大化している組織
は、データ、分析、AIを単一でオー

プン、コラボレーションが可能なプラットフォーム上
に統合しているという点である。このような統合プ
ラットフォームは、データ品質の向上、ガバナンスの
効率化、AIモデルの迅速なデプロイメントを可能に
し、生成 AIやエージェンティック AIの進化に伴い、
ますます重要性が高まっている。データブリックスに
おける AI戦略は、Agent Bricks を中心として次の 3

つのニーズへの対応に重点を置いている。

• 高精度︓正確さはコンテキストに依存する。顧客は、
独自のエンタープライズデータを使用して、企業特
有のビジネスや要件を深く理解するエージェント
を構築したいと考えている。また、この AIソリュー
ションには、データを理解するだけでなく、データ
から得られたAIの結果の精度を測定し、継続的に品
質を向上させることが求められている。

• 柔軟性︓AIの急速な進化に対応するために、プロバ
イダを問わずあらゆるモデルを活用し、必要に応じ

て改良を行い、可能な限り低コストでサービスを提
供し、幅広いユースケースに対応できる柔軟性が必
要とされている。

• ガバナンスとセキュリティの維持︓ガバナンスとセ
キュリティを確保するためには、データを移動させ
るのではなく、AIモデルをデータのある場所で実行
することが重要である。組織は、社外へのデータの
持ち出しや、クローズド技術への依存など、AIに関
連する新たなリスクを回避したいと考えている。

高品質とオープン性を重視し、堅牢なガバナンスを組
み合わせることで、AIの実験段階から大規模な運用
への移行を加速できる。AI技術が進化を続けるなか、
単に技術を導入するだけでなく、データと AI戦略を
測定可能な成果につなげることができる組織が優位
性を確保できる。チーム間の連携を強化し、分断を軽
減し、高い信頼性と説明可能性を備えた AIを大規模
に提供できるプラットフォームこそが、持続的なビジ
ネス価値創出の基盤となる。データブリックスは、独
自のポジションで、オープンで統合されたデータ・イ
ンテリジェンス・プラットフォームを提供し、エン
タープライズがこのバランスを実現し、データと AI

への投資を測定可能な成果へとつなげられるよう支
援している。

パートナーの 
視点

Databricksの視点 

データ、分析、AIを統合し成果を最大化

実際、調査回答者は、自社のデータ戦略の適応性について
消極的な評価をしている。自社のデータ戦略が将来のAIの
進化に「概ね」または「十分に」適応できると回答した割合
は 46%であった。一方で、過半数（42%）は、「ある程度」適
応可能と回答している（図 3 参照）。当然ながら、データ戦
略実行の達成度の高い企業は、この点でより高い自信を
持っており、80%が自社のデータ戦略を「概ね」あるいは
「十分に」適応可能と評価している。

組織がデータとAIの活用に苦戦している理由には、データ
戦略とAI戦略の整合性の欠如も挙げられる。大手エンター
プライズ向けソフトウェアプロバイダのWorkdayで CIO

を務めるラニ・ジョンソン（Rani Johnson）氏は、次のよう
に述べている。「データ戦略と AI戦略を密接に連携させる
必要があることに、早い段階で気づきました。生成 AIの導
入初期に期待どおりの結果が得られなかったのは、低品質

なデータが主な原因でした。」また、大手設備メーカーWW

グレインジャーで CIOを務めるジョニー・ルロイ（Jonny 

LeRoy）氏は、データ戦略とAI戦略はWWグレインジャー
でも密接に連携していると述べている。「機械学習、エンジ
ニアリング、アーキテクチャ、プロダクト、デザインの部門
が同じ方向性で動けるように、チームレベルで多くの取り
組みを進めています。」

「データ戦略と AI戦略を 
密接に連携させる必要があることに
早い段階で気づきました。」
Workday最高情報責任者 
ラニ・ジョンソン（Rani Johnson）氏
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図 2︓AI戦略の目標は徐々に達成されつつあるが、十分な成果を上げている組織は少ない
（AI戦略の実行に対する 10段階の自己評価、10＝十分に成功している）
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出典︓MITテクノロジーレビュー・インサイトの調査、2025年

0%

「生成 AIの登場により、データと AIを別々に管理する組織と比較して 
データ戦略と AI戦略を統合している組織のほうが 
高度な AIをより容易に展開できることが明らかになりました。」
ブラデスコ銀行 最高データ＆ AI責任者 
ラファエル・カヴァルカンティ（Rafael Cavalcanti）氏

図 3︓46%が 

自社のデータ戦略は 

今後の AIの進化に 

「十分に」または「概ね」 
適応できると回答
（回答者の割合％）

十分に適応可能︓6%

概ね適応可能︓40%

全く適応できない 

︓0%

ほとんど適応できない︓12%

ある程度適応可能︓42%

2%

1%

0%

出典︓MITテクノロジーレビュー・インサイトの調査、2025年

成功

失敗
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ブラジルに本社を置くプラデスコ銀行で CDAIOを務める
ラファエル・カヴァルカンティ（Rafael Cavalcanti）氏によ
ると、同社は生成 AIが注目を集め始めた 2022年後半に
データ戦略を刷新した。戦略の一環として、プラデスコ銀
行はデータ資産とAIイニシアチブの統合を決定し、それ以
降、同社のデータ戦略と AI戦略は密接に結びついている。
「生成 AIの登場により、データと AIを別々に管理する組織
と比較して、データ戦略とAI戦略を統合している組織のほ
うが、高度なAIをより容易に展開できることが明らかにな
りました。」（カヴァルカンテ氏）

本調査で AI戦略で達成度を高いと自己評価した企業は、
「AI戦略とデータ戦略をビジネスを密接に連携させ、測定
可能なビジネス成果に結びつけている」ことを最も重要な
成功要因として挙げている。また、データ戦略で達成度の
高い企業においても、この取り組みは「データ品質の向上」
に次いで重要な要素に位置付けられている。

一方、データ戦略と AI戦略の連携を阻害する要因として、
特に回答者の多くが挙げたのは、「データと AIで別々のガ
バナンスモデルを使用している（41%）」、「統合された技術
プラットフォームの欠如（37%）」、「データチームと AI

チームでROIの測定手法が異なる（32%）」の3つであった。

さらに、データ戦略の実行においては、「熟練したデータサ
イエンティストやエンジニアの確保が困難」であることが
依然として阻害要因となっており、調査全体では、データ

「インフラ層に十分に投資し 
ガバナンスを徹底することで 
生成 AIのような新しい技術への 
対応が容易になります。」
エクスペディア・グループ 
データ＆ AI部門 シニア VP 
シイ・ピクレル（Shiyi Pickrell）氏

出典︓MITテクノロジーレビュー・インサイトの調査、2025年

図 4︓人材の不足、追跡可能な最新データへのアクセス、セキュリティの複雑さが、 

データ戦略の目標達成を妨げる主な要因となっている
(回答者の割合％ )

優れたデータエンジニアやデータサイエンティストの確保が困難

最新データへのタイムリーなアクセスが困難

データリネージの追跡が困難

セキュリティの複雑さ

データの品質と管理が不十分

ユーザー認証と承認の課題

データ管理プラットフォームが容易に拡張できない

大量データの高速処理が困難

データへのアクセスが困難

データの保管場所を問わない全データの分析が困難

クローズドな独自ツールによるロックイン

39%

38%

34%

33%

31%

29%

25%

23%

22%

12%

8%
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戦略の実行における課題として最も多く挙げられている
（39%）。その他、「最新データへのタイムリーなアクセスが
困難」（38%）、「データリネージの追跡が困難」（34%）、「セ
キュリティの複雑さ」（33%）も課題として挙げられている
（図 4参照）。

ギリアド・サイエンシズ クラウド・データでAI部門 VP兼
IT 責任者を務めるムラリ・ヴリダチャラム（Murali 

Vridhachalam）氏によると、最新データへのアクセスは以
前、時間のかかるプロセスだったという。「以前は、100社
以上のベンダーから 250セット以上の大規模な製薬デー
タを購入し、さらに手作業でマルウェアスキャンを数日か
けて実施していました。しかし、クラウド自動化技術への
投資により、最大規模のデータセットの 40テラバイトの
ファイルでも、わずか 2～3時間でスキャンとデータの読
み込みが完了し、すぐに利用可能になりました。」さらに、
ヴリダチャラム氏は、自動化はリネージの追跡の効率化に
も貢献していると述べている。

今後の優先課題
人材不足はさておき、組織が今後 2年間で重視する全社的
なデータ・AI戦略の優先課題から、両分野の戦略の方向性
を読み取ることができる。最優先課題として最も多く挙げ
られているのは、「分析力とデータ主導の意思決定の強化」
（51%）である。次いで、「データアーキテクチャのモダナイ
ゼーションと簡素化」（42%）、「データ品質および AI／ML

パイプライン処理の改善」（38%）が続く。その他「データと
AIのガバナンス強化」、「サイバーセキュリティとリスク管

理の改善」、「ストリーミングデータと非構造化データの利
用拡大」などが優先課題として挙げられている（図 5参照）。

企業におけるデータ分析の活用は、比較的長い歴史がある
ものの、多くの組織は分析ツールがもたらすインサイトの
可能性を表面的にしか活用できていない。サントリー食品
インターナショナルで最高デジタル情報責任者を務める
バラティ・ヴィスワナサン（Bharathi Viswanathan）氏によ
ると、同社のような企業では、分析を主に顧客対応や売上
に直結する部分（フロントエンド）に重点を置いて活用す
る傾向があるという。「分析は、商業分析や売上高に焦点を
当てた分野では大きな進歩を遂げました。しかし、サプラ
イチェーン、調達、人事、その他多くのオペレーション分野
では、ほとんど活用が進んでいません。分析で可能になる
ことはまだ多くあります。」

出典︓MITテクノロジーレビュー・インサイトの調査、2025年

図 5︓今後 2年間で重点的に取り組むべき全社的なデータ・AI戦略
(上位回答、回答者の割合％）

51%

42%
38%

32% 30% 29%
25%

データ分析と
データ主導型の
意思決定の強化

データアーキ 
テクチャのモダ
ナイズと簡素化

データ品質、 

AI／MLパイプラ

イン処理の改善

データ・AIガバ
ナンスの強化

サイバーセキュ
リティとリスク
管理の改善

ストリーミング
データと非構造
化データの利用
拡大

データと AIの 
ためのマルチ 
クラウド戦略の
導入

「クラウド自動化技術への投資により
40テラバイトの医薬品データを 
スキャンして使用可能な状態にする 
プロセスが、わずか 2～3時間で 
完了するようになりました。」

ギリアド・サイエンシズ 
クラウド・データ・AI部門 VP兼 IT責任者 
ムラリ・ヴリダチャラム（Murali Vridhachalam）氏
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フォックスのスポーツAIチャットボット

フ
ォックススポーツは、長年にわたり
スポーツ中継の分野を牽引して 

いる。試合の内容だけでなく、舞台
裏まで深く掘り下げた報道を行い、
統計データ、ハイライト映像、解説、

選手の視点などをファンに提供している。フォックス
スポーツは最近、AI 活用の一環として AI チャット
ボットの提供を開始した。このチャットボットは、同
社が扱うあらゆるスポーツに関するユーザーの質問
に回答する。

フォックスコーポレーションで CTO を務めるメロ
ディ・ヒルデブラント（Melody Hildebrandt）氏によ
ると、AI チャットボットの開発は、フォックスの
ジャーナリストや他の専門家が提供する幅広いス
ポーツの多様な報道やその他のコンテンツを活用す
ることを念頭に進められた。ヒルデブラント氏は次の
ように述べている。「例えば、ユーザーはチャットボッ
トに、今年の NFLチャンピオンはどのチームか、と質
問できます。アプリケーションはフォックスのジャー
ナリストによる記事、専門家によるオンエア解説、そ
の他スポーツ関連の報道に基づいて予測と解説の要
約を返します。このようなやり取りは、マルチモーダ
ル AIを通じて行われます。」

AIを意図したとおりに機能させるうえで最大の課題
の一つは、アプリケーションのコンテンツ検索の仕組
みを変えることだったと、ヒルデブラント氏は述べて
いる。コンテンツを本質的にベクトル化できるデータ
基盤の構築が必要であり、基本的なキーワード検索を

セマンティック検索に置き換える必要があった。この
課題に対応するため、ヒルデブラント氏のチームは、
アプリケーションのバックエンド全体を刷新した。

「現在、フォックススポーツはアプリケーションが全
てのコンテンツを理解するのに必要なデータ基盤を
備えています。データパイプラインが全て集約され、
各ユースケースに応じたモデルを容易に呼び出せる
ようになりました。その都度最初からやり直す必要は
ありません。この基盤により、データ供給の速度も大
幅に向上しました。」（ヒルデブラント氏）

「データパイプラインが全て 
集約され、各ユースケースに応じた
モデルを容易に呼び出せるように
なりました。その都度最初から 
やり直す必要はありません。 
この基盤により、データ供給の 
速度も大幅に向上しました。」

フォックスコーポレーション 
最高技術責任者 
メロディ・ヒルデブラント（Melody 
Hildebrandt）氏

「データの品質は最優先事項です。
意思決定のプロセスを明確にし 
透明性を維持するには、高品質な
データが不可欠です。」
米国海軍信用組合 
基盤技術・プラットフォーム部門 
最高技術責任者 
ダン・チャドック（Dan Chaddock）氏

0303

一方、オンライン旅行代理店のエクスペディア・グループ
でデータ＆ AI 部門シニア VP を務めるシイ・ピクレル
（Shiyi Pickrell）氏は、同社にとってデータアーキテクチャ
の簡素化とガバナンスモデルの一元化が重要な優先課題
だと述べている。「インフラ層に十分に投資し、ガバナンス
を徹底することで、生成AIのような新しい技術への対応が
容易になります。」（ピクレル氏）

また、米国海軍信用組合の基盤技術・プラットフォーム部
門で CTOを務めるダン・チャドック（Dan Chaddock）氏
は、意思決定と透明性がデータ品質に直接結びついている
と述べている。「データの品質は最優先事項です。意思決定
のプロセスを明確にし、透明性を維持するには、高品質な
データが不可欠です。」（チャドック氏）



12MITテクノロジーレビュー・インサイト

0303AIエージェントの台頭

生
成 AIは、近年の報道で大きく取り上げら
れていることから、既にほぼ全ての企業
に普及しているかのような印象を受ける。
しかし、本調査ではそのような普及の裏
付けは得られていない。依然として広く

利用されているのは従来型AIである。従来型AIは、特定の
タスクを実行するために事前にプログラムされたルール
やアルゴリズムに基づいて動作するため、状況の変化への
適応や新たなアイデアの創出はできない。調査対象企業の
97%が自社で従来型 AIを利用しており、そのうち 71%で
は既に大規模なデプロイメントが行われている。

一方、生成AIをデプロイした企業は65%と少数であり、そ
の大半（全体の 58%）は限定的なデプロイメントにとど
まっている。大規模にデプロイしている企業はわずか 7%

に過ぎない（図6参照）。生成AIのデプロイメントが限定的
であることも、AI戦略がまだ大多数の組織で定量的な成果
を生み出せていない理由の一つである。

調査対象の組織はこれまで、主に社内業務への生成AIの組
み込みに重点を置いてきた。回答者が挙げた主なユース
ケースは、「社内の生産性向上（文書要約など）」が 52%、
「データ分析・意思決定の支援」が 47%、「コンプライアン

出典︓MITテクノロジーレビュー・インサイトの調査、2025年

図 6︓生成 AIを導入した 65%の組織のうち、大多数は限定的な範囲での運用にとどまっている
（生成 AIを限定的または広範囲にデプロイしている組織の割合%、組織規模・業界別）
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ス対応」が 41%であった。顧客サービスなど社外向けの業
務に生成 AI を利用している組織は少なく、38% にとど
まった。（図 7参照）。

生成 AI導入の拡大における課題
生成AI導入の拡張における主な障壁として、「スキル不足」
が挙げられ、その割合は 45%であった。これは、データ戦
略の実施における傾向と同様である（図 8参照）。しかし、
達成度の高い企業では、この課題に直面している割合は
31%と低い。技術リーダーへのインタビューからも、人材

確保の難しさについては認めているものの、既に対応策を
講じていることが明らかになった。大手消費財メーカーレ
キットでテクノロジー＆デジタル部門シニア VPを務める
バスティアン・パリゾ（Bastien Parizot）氏はその難しさを
認める一方で、次のように述べている。「データサイエン
ティストやエンジニアなどの人材の確保は大きな課題です。
しかし、外部のパートナーと緊密な協力関係を築いたこと
で、社内のリソースを他の重要な業務に集中投入できるよ
うになりました。」

出典︓MITテクノロジーレビュー・インサイトの調査、2025年

図 7︓生成 AIは現在、社内の業務・ワークフローでより広く活用されている
（生成 AIの主なユースケースに関する回答者の割合％）

社内業務の生産性向上（例︓メール作成、文書要約）

データ分析または意思決定の支援

コンプライアンス

顧客サービス

研究・イノベーションプロジェクト

セキュリティ

コンテンツ作成

ソフトウェア開発

社内研修

出典︓MITテクノロジーレビュー・インサイトの調査、2025年

図8︓スキル不足、インフラの断片化、規制の不確実性が、生成AIのユースケース拡大における主な課題となっている
(回答者の割合％）
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「データサイエンティストやエンジニア 
などの人材の確保は大きな課題です。
しかし、外部のパートナーと緊密な 
協力関係を築いたことで、社内の 
リソースを他の重要な業務に集中投入
できるようになりました。」

レキット 
テクノロジー＆デジタル部門 シニア VP 
バスティアン・パリゾ（Bastien Parizot）氏

エネルギー大手 E.ONも、厳しい人材市場にうまく対処し
ていると、同社で最高データ責任者兼マネージングディレ
クターを務めるクリストファー・ダーシー（Christopher 

dʼArcy）氏は述べている。「生成 AIブームが始まるかなり
前から、AIスキルの育成を始めていました。そのため現在
では、全社的なAIプロジェクトの中核を担う優秀な研究者
やエンジニアが揃っています。」

サントリー食品インターナショナルで最高デジタル情報
責任者を務めるバラティ・ヴィスワナサン（Bharathi 

Viswanathan）氏も同様の状況を語る。「優れたデータチー
ムを擁し、高価値なAI技術を取り入れて効果的に活用して
います。ただし、そのためには、適切な人材の確保と自社ビ
ジネスに関するトレーニングに多大な時間を投資し、従業
員の想像力を刺激し、仕事への愛着を醸成する必要があり
ました。従業員が仕事にやりがいを感じることが、卓越し
た成果につながります。」

一方、インフラの断片化も生成AIの拡張おける共通の課題
であり、回答者の 41%が指摘している（図 8参照）。フォッ
クスコーポレーションで最高技術責任者を務めるメロ
ディ・ヒルデブラント（Melody Hildebrandt）氏は次のよ
うに述べている。「アーキテクチャの課題は解決が困難 

です。急速に変化するエコシステムに対応するために常に
インフラを再構築するわけにはいきません。そのため、絶
対に必要なものと、一定期間は我慢できるものを見極める
ことが重要です。」

出典︓MITテクノロジーレビュー・インサイトの調査、2025年

図 9︓19%の組織がエージェンティック AIを導入しているが、大半は限定的な運用にとどまっている
（エージェンティック AIを限定的または広範囲にデプロイしている組織の割合％、組織規模・業界別）
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ヴィスワナサン氏にとって、自社の基幹プラットフォーム
をAI対応に整備することは、自らが率いるインフラチーム
の優先課題である。「AIは基幹プラットフォームの最大の
ユーザーであると同時に、それを支える基幹プラット
フォーム自体も整備する必要があります。」(ヴィスワナサ
ン氏 )

エージェンティック AIの登場
エージェンティックAIとは、自律的な意思決定と行動が可
能なシステムであり、データおよびAIチームに新たな課題
をもたらしている。調査では、回答者の 19%が自社でエー
ジェンティックAIモデルの利用を開始しており（図 9を参
照）、68%は今後 1～2年以内に自組織での開発に投資する
予定である。データ活用の達成度の高い企業は、エージェ
ンティック AIの導入において他社を大きくリードしてお
り、46%が既にデプロイメントを開始している。

生成 AIと同様に、調査対象の組織は主に社内業務でエー
ジェンティックAIを活用し、効率性能向上や利益拡大をめ

ざしている。対象組織の過半数（53%）がエージェンティッ
クAIの活用による業務効率の向上を目的としており、45%

がデータ分析やインサイト獲得の改善を期待している。ま
た、意思決定プロセスの加速、定型・反復業務の自動化、IT

運用の改善（いずれも 41%）も、エージェンティック AIに
期待する効果として挙げられている（図 10参照）。

工業用および消費者製品メーカー大手の3Mでデータ＆AI

部門グローバル VP を務めるニシン・ラマチャンドラン
（Nithin Ramachandran）氏は次のように述べている。
「エージェンティック AIの活用により、研究開発プロセス
の改善をはじめ、組織全体の効率化を推進し、優位性の確
保をめざしています。」米国海軍信用組合では約 1年前に
エージェンティック AIの導入を開始しており、既存の約
200のユースケースを段階的に絞り込む予定である。同組
合で基盤技術・プラットフォーム部門最高技術責任者を務
めるダン・チャドック（Dan Chaddock）氏は次のように述
べている。「現時点では業務効率化のユースケースにエー
ジェンティックAIを活用し、社内業務の負担軽減を図って

「優れたデータチームを擁し、高価値な AI技術を取り入れて効果的に 
活用しています。ただし、そのためには、適切な人材の確保と 
自社ビジネスに関するトレーニングに多大な時間を投資し 
従業員の想像力を刺激し、仕事への愛着を醸成する必要がありました。 
従業員が仕事にやりがいを感じることが、卓越した成果につながります。」
サントリー食品インターナショナル 
最高デジタル情報責任者 
バラティ・ヴィスワナサン（Bharathi Viswanathan）氏

出典︓MITテクノロジーレビュー・インサイトの調査、2025年

図 10︓エージェンティック AIでは、さらに多くの組織が社内業務への適用機会を見出している
（エージェンティック AIの主なユースケースに関する回答者の割合％）

社内業務効率の向上

データ分析とインサイト獲得の改善

意思決定プロセスの加速

定型業務や反復業務の自動化

IT運用業務の改善

顧客サービスとサポートの向上

パーソナライズされた顧客体験の大規模な実現

セキュリティ

イノベーションと研究開発の支援
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30%
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います。ハルシネーションによる誤判断が信用組合員に悪
影響を及ぼす恐れがあるため、外部向け業務には一切使用
していません。」

エージェンティック AIの課題
専門家へのインタビューによると、エージェンティック AI

の導入における主な課題は、従来型のAI導入で直面したも
のと大きな差はないという。調査回答者も同様の見解で、
特に「既存のワークフローやシステムへの統合」が課題と
して挙げられており（47%）、多くの回答者（38%）が、 

「ガバナンスとセキュリティの確立」、約 3分の 1（34%）が
「規制・コンプライアンスに関するリスク」を懸念している
（図 11参照）。KT（Korea Telecom）で最高データ責任者を
務めるセジュン・リー（Sejung Lee）氏は次のように述べ
ている。「エージェンティック AIには、構造化された、ハイ
コンテクストで説明可能なデータが欠かせません。そのた
め、データリネージ、ガバナンス、セマンティックの明確性
がこれまで以上に重要になります。」

Workdayのラニ・ジョンソン（Rani Johnson）氏によれば、
Workdayにおけるエージェンティック AI導入の大きな課
題は 2つあるという。「ひとつは認証で、エージェントが依
頼に基づいてアクションを実行する権限を有しているか
を確認することです。もうひとつの重要な課題は、エー
ジェントが取るべきアクションを理解できるよう、十分な
データを提供することです。」

さらに、常に変わらない課題として「データ品質の向上」が
挙げられる。と米国海軍信用組合のチャドック氏は次のよ
うに述べている。「AI 全般にあてはまることですが、
Garbage in, garbage out（入力の質が出力の質を決める）
の言葉どおり、低品質の入力から高品質の出力は生まれま
せん。全てはデータ品質の確保から始まります。」

出典︓MITテクノロジーレビュー・インサイトの調査、2025年

図 11︓既存ワークフローへの統合、ガバナンスとセキュリティに関する課題が、 

エージェンティック AI 導入の主な障壁となっている
(回答者の割合％）

「エージェンティック AIには 
構造化された、ハイコンテクストで 
説明可能なデータが欠かせません。 
そのため、データリネージ、 
ガバナンス、セマンティックの 
明確性がこれまで以上に 
重要になります。」
KT（Korea Telecom） 
最高データ責任者 
セジュン・リー（Sejung Lee）氏

既存のワークフローやシステムへのエージェンティックAIの統合

ガバナンスとセキュリティの確立
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エージェンティック AIの試験運用

本
調査で取り上げた組織の多くは、
エージェンティック AIに関して試
行段階にある。調査が示すとおり、
統合やガバナンスに関連する課題
もあり、慎重に進めていることには

十分な理由がある。（図 11参照）。一方で、積極的に試
験運用を進めている企業も存在する。

Workdayのラニ・ジョンソン氏は次のように述べて
いる。「現在は、実現可能性が高く、データ量が少なく、
リスクの低いユースケースを優先しています。例えば、
ユーザーのデバイスが正常に動作していない場合に
通知し、原因の究明と対策を提案するエージェントな
どです。」同時に、Workdayには、ジョンソン氏のチー
ムがより慎重に検討すべきユースケースもあると指
摘する。「例えば、産休取得時に福利厚生の詳細を把握
する必要があるケースです。プライバシー性が極めて
高いデータを扱うため、他のケースと比べてはるかに
高いハードルが存在します。」

ニュージーランドを本拠に乳製品事業を展開するフォ
ンテラ協同組合では、3,000人以上のユーザーが利用
可能なマルチエージェントソリューションを構築して
いる。同組合の最高データ＆ AI 責任者（CDAIO） 
のヘリウス・ギマラエス（Helius Guimaraes）氏は次
のように説明する。「例えば、エージェントは、休暇制
度に関する従業員からの問い合わせに回答できます。
また、北米へのフォンテラ製品の配送が遅延している
場合には、原因を究明することも可能です。エージェ
ントはデータベースにアクセスし、情報を見つけて回
答します。このような簡素化は、私たちにとって大き

な意味のある変化です。」ただし、ギマラエス氏によれ
ば、現時点ではこれらのエージェントをタスクの実行
には使用しておらず、現在はテスト段階にあり、実稼
働は次のステップだという。

上記の事例が示すように、エージェントにアクション
を実行させる際にはリスクの算定が必要である。
SAPでデータアナリティクス プレジデント兼最高製
品責任者を務めるイルファン・カーン（Irfan Khan）氏
は、リスクの程度はユースケースによって当然異なる
と指摘する。「例えば、売上高や利益に直接影響する経
営判断の支援をエージェントに委ねることは高リス
クです。エージェントの不正確な回答によって経営判
断を誤り、その結果が損益に影響を及ぼすような事態
は回避しなければなりません。エージェンティックAI

戦略を成功させる第一歩には、ハーモナイズされた
データ層が必要です。」

「売上高や利益に直接影響する経営判断の支援をエージェントに 
委ねることは高リスクです。エージェントの不正確な回答によって 
経営判断を誤り、その結果が損益に影響を及ぼすような事態は 
回避しなければなりません。」
SAPデータアナリティクス 
プレジデント兼最高製品責任者 
イルファン・カーン（Irfan Khan）氏

0404



18MITテクノロジーレビュー・インサイト

0404AIを活用する 
データ管理

デ
ータチームは、特に生成 AIの登場以降、
AIモデルの開発やユースケース拡大の
サポートに注力してきた。しかし現在で
は、AI がデータチームを支援する側に
回っている。AI を活用する新たなエー

ジェントやツールの登場により、インテリジェントな自動
化を通じて、エンジニア、サイエンティスト、アーキテクト
の生産性向上が期待されている。AIによるコード生成ツー
ルは、アプリケーション開発者やエンジニアの間で広く利
用されるようになった。さらにエージェンティックAIモデ

ルを活用するツールも含め、データクレンジング、統合、カ
タログ化、オーケストレーション、パイプライン監視など、
さまざまな作業を自動化するツールが登場している。

調査回答者の 3分の 2以上（67%）が、既に自社で AIを活
用するデータ管理ツールを利用していると回答している。
残りの回答者は、今後 1～2年以内の導入を予定している
（図 12参照）。さらに、回答者の半数以上（54%）が、このよ
うなツールの登場をきっかけにデータ戦略を見直したと
答えている。

出典︓MITテクノロジーレビュー・インサイトの調査、2025年

図 12︓回答者の所属組織におけるデータ技術と実践の現状
（回答者の割合％）
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本調査で取り上げた組織では、AIツールをさまざまな目的
で活用している。米国海軍信用組合（Navy Federal Credit 

Union）における主なユースケースは、データクレンジング
である。同組合のチャドック氏は次のように述べている。
「AIにより、クリーニングが必要なデータに集中できるよ
うになりました。以前は、全てのデータをクリーニング対
象として、スプレッドシートの長いリストを一つずつ確認
していました。今ではモデルが指摘した箇所だけに絞り込
めています。」3Mのラマチャンドラン氏によれば、同社で
は機械学習を利用したデータ管理を推進しており、データ
品質の管理やデータの可観測性を高めるための AIツール
の導入を検討しているという。

また、レキット（Reckitt）のパリゾ氏によれば、同社では既
にデータ変換などの分野で AIツールの活用を始めている
ものの、規模はまだ限定的である。しかし、今後数年で状況
は大きく変わると予測している。「2、3年後に実現するで
あろう能力に比べれば、現在のツールはまだ初歩的な段階
にあります。」（パリゾ氏）

データインテリジェンス
データチームは、AIを活用して自社のデータ資産をより深
く理解し、明確に把握する取り組みを進めている。調査回
答者の約 7割（69%）が、既に自社でデータインテリジェン
スを利用していると回答しており、残りの多くは今後 1～
2年以内の導入を予定している（図 12参照）。

データインテリジェンスとは、メタデータの分析を通じて
組織のデータを最大限可視化し、データの品質や利用状況、

ビジネスへの影響を深く理解するための一連のプロセス
である。エクスペディア・グループのピクレル氏は次のよ
うに述べている。「今後はメタデータの分析にさらに重点
を置く予定です。物理的なデータテーブルやデータレイク
のメタデータ、データ構造など、どのようなデータであっ
ても極めて重要だからです。」

データインテリジェンスの活用目的として最も多く挙げら
れたのは、自社のデータガバナンスの強化（51%）であった。
また、多くの回答者は、データインテリジェンスがデータ
サイロの解消、データ整理の改善、データの分析量の拡大
（いずれも 40%）にも役立つと考えている。

3Mのラマチャンドラン氏は次のように述べている。「デー
タのインテリジェンスを高めるには、コンテキストが欠か
せません。データにコンテキストを持たせるには、メタ
データの分析が必要です。私たちは、データ自体の意味だ
けでなく、データが関わる業務プロセスと、そのプロセス
内での意思決定の価値も重視しています。」

また、SAPデータアナリティクスのカーン氏は次のように
述べています。「AIモデルをトレーニングするには、ビジネ
ス上のコンテキストを持つデータが必要です。データイン
テリジェンスは、そのコンテキストを提供します。ここで
いうコンテキストとは、データの出所や価値のことであり、
価値には単体としてだけでなく、さまざまなステークホル
ダーから見た価値も含まれます。このようなコンテキスト
がなければ、データから得られるメリットは限られてしま
います。」

「データのインテリジェンスを高める 
には、コンテキストが欠かせません。
データにコンテキストを持たせるには 
メタデータの分析が必要です。 
私たちは、データ自体の意味だけでなく 
データが関わる業務プロセスと 
そのプロセス内での意思決定の価値も
重視しています。」

3M データ＆ AI部門グローバル VP 
ニシン・ラマチャンドラン（Nithin 
Ramachandran）氏
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エージェントの乱立を避ける

回
答者全体の約 5分の 1（22%）（図 8

参照）が「ツールチェーンの断片化」
を自社の問題点として挙げており、
大規模な組織ではその割合がさら
に高く、4分の 1以上（27%）に上る。

ベンダーが新たな AIエージェントやツールを次々と
市場に投入する状況において、データチームとAIチー
ムは支出の規律を維持し、エージェントやAIツールの
むやみな拡大や断片化を回避する必要がある。E.ON

デジタルテクノロジーで最高データ＆ AI責任者兼マ
ネージングディレクターを務めるクリストファー・
ダーシー氏は次のように述べている。「サードパー
ティ市場では、ますます多くのネイティブエージェン
トが提供されています。ありとあらゆる種類のAIエー
ジェントが無秩序に発表され、似たようなエージェン
トで市場が溢れかえることを心配しています。」

ギリアド・サイエンシズでクラウド・データ・AI部門 

VP兼 IT責任者を務めるムラリ・ヴリダチャラム氏も
同様の懸念を抱いており、エージェントが乱立してい
る状況は望ましくないと考えている。ギリアド・サイ

エンシズでは、AIツールをセキュアかつ効率的に導
入するため、AIエージェントマーケットプレイスを
利用している。マーケットプレイスでは通常、あらか
じめエージェントのセキュリティや性能が精査され
ているからだ。ヴリダチャラム氏は次のように述べて
いる。「AIエージェントの検索、再利用、共有は、独自
に行うよりもマーケットプレイスを利用したほうが
確実です。従業員によるエージェントの無秩序な導入
を防ぐ効果もあります。」

E.ONデジタルテクノロジーのダーシー氏は、AIエー
ジェント間の相互運用性をセキュアに確保できる環
境の構築を重視しており、将来の自律型 AIエージェ
ントにとって特に重要であると考えている。「タスク
の実行において、どのエージェントをどの目的で使用
するかは、推論層が判断します。このオーケストレー
ションが失敗することはリスクとなります。私たち 

は、このことを早い段階で理解し、考慮する必要があ
ります。」（ダーシー氏）

「タスクの実行において、どのエージェントをどの目的で使用するかは
推論層が判断します。このオーケストレーションが失敗することは 
リスクとなります。私たちは、このことを早い段階で理解し 
考慮する必要があります。」

E.ON デジタルテクノロジー 最高データ＆ AI責任者兼マネージングディレクター 
クリストファー・ダーシー（Christopher dʼArcy）氏
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0505選択の自由
2

022年から2023年にかけての生成AIの急成
長は、多くの企業にとって予想外の出来事と
なった。かつてない技術革新に乗り遅れまい
と、多くの企業が大手テクノロジーベンダー
が開発したプロプライエタリな生成 AIのモ

デルの導入を早期に決断した。このようなモデルの導入は、
処理能力や性能面での優位性をもたらす一方で、企業によ
る実験やカスタマイズの能力向上は制限することになった。

AIが進化し、新たな機能が登場する状況にあって、インタ
ビューに応じたテクノロジーリーダーたちは、モデルの選
択肢を柔軟かつ幅広く確保しておくことの重要性を強調
している。産業用品販売大手WWグレインジャーでは、単
一のプロバイダにロックインされないよう、プラット
フォームの選択肢を確保することを最優先事項の一つに
していると、同社のシニア VP兼最高技術責任者であるル
ロイ氏は述べている。同社では多くの場合に、ユースケー
ス開発の初期段階では比較的小規模で低コストなモデル
を特定の用途に使用し、後期段階ではより高性能な（より
高価な）モデルを採用する。さらに、本番環境に近い段階で
は別のモデルを使用することもあるという。「複数の異な
るモデルを同時に活用する能力が必要です。市場が成熟し

てパートナーの選択肢が増えるのを待つつもりはありま
せん。モデルの能力を今すぐ利用したいからです。」（ルロ
イ氏）

フォックスのように大量の独自コンテンツを制作する企
業には、独自の AIモデルの構築も選択肢に含まれる。同社
のヒルデブラント氏は次のように述べている。「選択可能
なAIモデルは 1,000種類以上存在します。私たちの意思決
定の基準は、差別化のチャンスがあるかどうかです。私た
ちは差別化を意思決定の基準にしており、差別化の機会が
得られると判断した場合には、AI人材を投入して私たち独
自のコンテンツを最大限に活用するモデルを構築したい
と考えています。既製のモデルでは困難な領域です。」

一方で、多くの組織にとって、特定のユースケースに最適
化されたベンダーの独自モデルの活用も選択肢となって
いる。ヒルデブラント氏は次のように述べている。「私たち
とオーケストレーションが可能な AIモデルは数多くあり
ます。その中から最適なモデルを選択します。」

また、調査対象の多くの組織は、可能な限りオープンソー
スのモデルやプラットフォームを活用する傾向にある。
フォックスコーポレーションもその例外ではないとヒル
デブラント氏は述べている。「フォックスは必ずしもオー
プンソースモデルにこだわっているわけではありません。
しかし、オープンソースがプロプライエタリなエコシステ
ムにもたらす前向きな影響は、あらゆる組織にとって有益
だと思います。」

クラウドの柔軟性
クラウドインフラの利用においても、組織の選択肢はます
ます広がっている。「データと AIにおけるマルチクラウド
戦略の実行」を最優先事項として挙げた組織は全体の 4分

「単一のプロバイダにロックイン 
されないよう、プラットフォームの 
選択肢を確保することを優先事項に
しています。複数の異なるモデルを 
同時に活用する能力が必要です。」

WWグレインジャー シニアVP兼 最高技術責任者 
ジョニー・ルロイ（Jonny LeRoy）氏
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の 1であった（図５参照）。ただし、この割合が比較的低い
のは、大規模な組織は既にこのようなアプローチに着手し
ているからとも考えられる。

フォンテラ協同組合のヘリウス・ギマラエス氏によると、
同社ではクラウドに移行するデータと AIのワークロード
の数を増やしているという。「データと AIワークロードを
クラウドに移行することで、バックアップやアップグレー
ドのための負荷が軽減し、ベンダーが提供する新機能の積
極的な活用に注力できるようになりました。また、異なる
複数のプラットフォームからデータを取り込むことで、バ
リューチェーンの最適化と業務の効率化を図っています。
さらに、利用中の全てのクラウドプラットフォームのデー
タと AIの一元管理が可能になりました。」（ギマラエス氏）

テレコム事業者の 41%が「マルチクラウド戦略の遂行」を
最優先事項に挙げている。この割合は、調査対象の業界の
なかで最も高い。また、ワークロードのクラウドへの移行
に伴い、多くの企業は、オンプレミスで管理することで得
られるセキュリティ上の利点も重視している。

KTのセジュン・リー氏は、次のように述べている。「KTは
クラウドファーストを方針に掲げています。しかし、いか
なる代償を払ってもクラウド化しようというわけではあり
ません。KTは、データと AIのインフラをセキュアなパブ
リッククラウドに構築しています。同時に、アーキテク
チャ上にセーフガードを設け、完全に管理されたクラウド
環境においてもデータ主権と組織としての管理権限を維持
できるようにしています。このように責任ある AI施策で強
化された基盤によって、AIをより迅速、スマート、セキュア
にし、確信を持って拡張することが可能になりました。」

「データと AIワークロードをクラウド
に移行することで、バックアップや
アップグレードのための負荷が軽減し
ベンダーが提供する新機能の積極的な
活用に注力できるようになりました。 
また、異なる複数のプラットフォーム
からデータを取り込むことで 
バリューチェーンの最適化と業務の 
効率化を図っています。さらに 
利用中の全てのクラウドプラット
フォームのデータと AIの一元管理が
可能になりました。」

フォンテラ協同組合 最高データ＆ AI責任者 
ヘリウス・ギマラエス（Helius Guimaraes）氏
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0606結論
今

回インタビューを実施した経営幹部の
誰もが、AIの進化が近い将来減速すると
は考えていない。データ・AIのチームが
エージェンティック AIやマルチモーダ
ルAIの仕組みに慣れ始めると、そのとき

には既に次の革新が目前に迫り、新たな機会と課題をもた
らす。例えば、幅広いデータ形式を統合的に解析・推論で
きるマルチモーダルAIモデル 2.0、複雑な物理環境とAIの
相互作用を可能にする大規模世界モデル（LWM）、モデル
やその判断を透明化する一連の手法やテクニックである
説明可能な AI（XAI）、さらに将来的には、モデルのコン
ピュート能力を飛躍的に高める量子 AIなどが挙げられる。

これらの、あるいは他のAI技術がどのような課題をもたら
すかを現時点で正確に予測することは難しい。しかし、
データ・AIのリーダーとチームは、生成 AIが登場したとき
の経験を活かし、想定される課題に備えることができる。
今回の調査では、データと AIの取り組みに成功している
リーダー組織から得られた4つの重要な教訓を明らかにし
ている。

開発を制御する。生成 AI導入の初期段階では、多くの組織
が厳密な監視体制を設けず、ユースケースの探索を自由に
拡大していた。しかし、今回の調査に協力したリーダーた
ちは、エージェンティック AIの開発において、より厳格で
体系的なアプローチを取っており、初期段階から次の段階
へ進む前に、モデルのインプットとアウトプットを明確化
することを主張している。

選択肢を狭めず柔軟に。AIはモデル、プロバイダ、製品の
いずれの領域においても急速に進化している。しかし、そ
の全てが長期にわたって残るわけではない。初期の生成 AI

モデルとは異なり、昨今では、オープンソースモデルを含
め、多数の選択肢が存在しており、最大限の柔軟性の維持
と、ロックインの回避を可能にしている。

不要な断片化を避ける。データ管理を自動化するAIベース
の機能を備えたエージェントが、世界中に溢れているよう
に見える。これらのエージェントは業務効率化の大きな可
能性を秘めている。しかし一方で、重複や乱立、複雑化など
のリスクも存在する。データチームが新たなツールを選択
する際には、体系的な視点から賢明に判断する必要がある。

技術そのものよりも成果を重視。生成 AIの登場により、経
営幹部から最前線の従業員まで、組織全体がAIの飛躍的な
能力向上に関心を寄せるようになった。しかし、生成 AIか
ら価値ある成果を上げている組織は少数にとどまってい
るのが実情である。調査では、自社の AIパフォーマンスを
「高い」と評価した組織はわずか 2%に過ぎない。AIの導入
を目的とするのではなく、AIの活用による価値創出を目的
とすべきである。

データ・AIのチームがエージェン
ティックAIやマルチモーダルAIの
仕組みに慣れ始めると、そのとき
には既に次の革新が目前に迫り 
新たな機会と課題をもたらす。
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スポンサーより
Databricksは、データと AIの企業です。ブロック、コムキャスト、コンデナスト、リヴィアン、シェルをはじめ、
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ジェンス・プラットフォームを利用して、データの管理と AIの活用を実現しています。Databricksは、Apache 

Spark™、Delta Lake、MLflow、Unity Catalogの開発者グループによって創立され、米国カリフォルニア州サン
フランシスコに本社を置き、世界中に事業所を配しています。X（旧 Twitter）、LinkedIn、Facebookでも情報を
発信しています。ぜひご覧ください。
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